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概要 

本マニュアルでは、主に土地改良区用プラグインの使用方法について述べています。 

なお、本プラグインに併せて使用する VIMSの機能について第７章にまとめました。 

特に土地改良区プラグインを使い始める為に必要なデータのインポート等については

VIMSの機能になりますので、こちらも併せて参照してください。 

その他の VIMS の基本的な使用方法については、VIMS マニュアル操作編および管理

者編を御覧ください。 
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1. 土地改良区メニューの起動 

プラグインのインストールは、setup.exe で行います。また、既にインストールされて

いる環境で、新しいバージョンのプラグインでアップデートする場合も、setup.exe を

実行することで、古いバージョンから新しいバージョンにアップデートされます。 

 

プラグインは、VIMSを起動して、土地改良区のプロジェクトを選択した後に、プラ

グインが起動されるとメニューに「土地改良区メニュー」が現れます。 

 

 

図 1-1 VIMSメニューバー 

 

メニューバーより「土地改良区メニュー」を選ぶ 

 

図 1-2 土地改良区メニュー 
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2. 従前地における所有者別・耕作者別の分散状況（Excel出力帳票） 

第 2章は従前地における所有者別・耕作者別の分散状況の表示および出力・各筆調書の

出力を行います。 

土地改良区メニューの左端の列を使用します。 

⚫ 耕作者別分散状況 

⚫ 所有者別分散状況 

⚫ 耕作者別所有者分散状況 

⚫ 所有者別耕作者分散状況 

⚫ 土改組合員別所有者分散状況 

⚫ 土改組合員別耕作者分散状況 

⚫ 地区別分散状況 

⚫ 従前地各筆調書 

 

図 2-1 分散状況表示および帳票出力のメニュー 
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2.1. 耕作者別分散状況 

 

図 2-2 耕作者別分散状況 ボタン 

 

図 2-3 耕作者別分散状況操作パネル 
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土地改良区メニューより耕作者別分散状況を選択します。 

耕作者別分散状況操作パネルが表示されます。 

➢ 対象テーブル ： データテーブルを切り替える際に使用します。所有者、耕作者

など筆の基本データがあるデータベースのテーブル名を選びます。デフォルトでは

「ほ場整備土地データ」がセットされています。基本的にはそのまま変更の必要は

ありません。 

➢ 地区名  ： 地区名を選択します。 

 

図 2-4 地区名の選択 

 

➢ 耕作者名 ： 耕作者名を選択します。 

耕作者を選択するとマップウィンドウに対象の筆が赤く着色され、分散状況の表と

ともに表示されます。 

＜耕作者の選択方法＞ 

⚫ プルダウンから選択。 

⚫ 検索窓を使って検索して選択 

検索窓に耕作者コードあるいは耕作者氏名（またはその一部）を入力して「CODE

で検索」または「氏名で検索」をクリックすることで絞り込むことができます。 

 

コード番号で検索する時は、コード番号の数字をボックスに入力して、CODEで検

索ボタンをクリックします。 

 

氏名で検索する場合は、氏名をボックスに入力して氏名で検索ボタンをクリックし

ます。検索の結果、該当するレコードが見当たらない場合は、氏名コンボボックス

が空白になります。また、氏名検索から姓で検索して同姓が複数ある場合は、氏名

コンボボックスに候補が一覧表示されますので、さらにその中から選択します。 

 

例）検索窓に「田中」とだけ入力し、氏名で検索をクリック 

図 2-5 耕作者コードで検索 
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図 2-6 耕作者氏名で検索 

 

図 2-7 検索条件で絞られた耕作者のみ表示される 

プルダウンには検索で絞られた 6名のみ表示されます。 

 

図 2-8 送りボタンで表示を切り替える 

送りボタンをクリックすると絞られた６件の中で次の耕作者が表示されます。 

➢ 面積相当円の表示 ： 分散した筆のおよそ重心となる位置に面積の計に相当する

円を表示します。 

 

図 2-9 面積相当円を表示した検索結果 
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➢ Excel転記 

表示した結果は Excelシートへ出力が可能です。 

配布されたテンプレートファイルと出力先を指定し、Excel転記ボタンをクリックしま

す。 

Excelが自動で起動し転記がはじまります。 

➢ この時同じ PC上で Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あら

かじめ終了しておいてください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

 

図 2-10 出力された Excelシート 

 

テンプレートとは 

テンプレート（ひな形）となる Excel のファイルがあらかじめ用意されています。このテンプレートファ

イルには、転記する際のレイアウトがデザインされており、本プラグインはテンプレートに従って転記を

行なって、出力先の Excel ファイルにシートを追加して保存します。出力先に既にファイルが存在してい

る場合はシートを追加、無い場合は新規にファイルが生成されます。 

テンプレートファイルには、転記する検索結果のフィールド名を示す文字列をセルに入れておくことで、

転記が行われます。セルの色や罫線は自由に変えることができます。  
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➢ 分散状況の終了 

各分散状況の表示を終了する際は、分散状況操作パネルの「閉じる」をクリックし

ます。 

VIMSの作業を終了する場合はそのまま VIMSの終了で構いません。 

➢ 一時カテゴリの除外 

分散状況操作パネルを閉じただけでは、一時カテゴリレイヤが残っています。 

 

 

 

塗り分けのための一時カテゴリレイヤを除外するには、カテゴリを選択して右クリック

して、コンテキストメニューの「除外」を選択します。なお、プロジェクトのリロード

時、VIMSの再起動時にも一時カテゴリは除外されます。 

 

図 2-12 プロジェクトのリロード  

図 2-11 一時カテゴリの除外 
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2.2. 所有者別分散状況 

「耕作者別分散状況」と機能および操作方法は同じです。 

メニューより所有者別耕作者分散状況をクリックし、前項と同様に操作してください。 
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2.3. 耕作者別所有者分散状況 

 

図 2-13 土地改良区メニューより選択 

耕作者別所有者分散状況をメニューから選択すると、分散状況操作パネルが表示されま

す。 

 

 図 2-14 分散状況操作パネル 
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2-2「耕作者別分散状況」と同様の操作で耕作者を選択すると、耕作している農地の地

番、所有者、組合員の情報がデータベースから検索されます。 

耕作者の基本情報が操作パネルの中央に、所有者毎に集計された筆数と台帳面積が別ウ

ィンドウに表示されます。 

  

図 2-15 耕作者の基本情報と所有者の分散状況が表示される 

また地図上には耕作する全筆が所有者毎に色分けされて表示され、分散する農地のほぼ

中心付近に耕作面積に相当する円が表示されます。 

 

Excel 転記ボタンで Excel シートへ転記が可能です。2.1 耕作者別分散状況を参照して

ください。 

また、レイヤーウィンドウには検索結果が一時カテゴリとして表示されます。一時カテ

ゴリの除外は前項 2-2を参照してください。  

図 2-16 耕作者別所有者分散状況 
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2.4. 所有者別耕作者分散状況 

所有者別耕作者分散状況が検索表示します。操作方法は「耕作者別所有者分散状況」と

同様で、Excelへの転記も可能です。 

その際、テンプレートとなる Excelファイルを選択する際に間違えないよう気をつけま

す。 

また、出力先の Excelファイル名にも気をつけます。（所有者別 or耕作者別） 

2.5. 土改組合員別所有者分散状況 

土改組合員ごとに所有者の分散状況を検索して表示します。操作方法は同様で、Excel

への転記も可能です。 

2.6. 土改組合員別耕作者分散状況 

土改組合員ごとに耕作者の分散状況を検索して表示します。操作方法は同様で、Excel

への転記も可能です。 
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2.7. 地区別分散状況 

所有者別分散状況・耕作者別分散状況を地区全体で確認できます。 

土地改良区メニューより地区別分散状況をクリックすると操作パネルが表示されます。 

 

図 2-17 地区別分散状況を選択 
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図 2-18 地区別分散状況操作パネル 

➢ 対象テーブル：従前地の農家情報のあるデータテーブルを選択します。 

デフォルトでは「ほ場整備土地データ」 

➢ 地区名：地区名を選択します。地区がわかれていない場合はそのまま空欄にします。 

➢ 対象フィールド：耕作者別、所有者別、土改組合員別のいずれかから分散状況を知

りたいものを選択します。 

 

更新ボタンをクリックすると、下の表に耕作者（または所有者）の一覧が表示されます。 

対象の耕作者（または所有者）を選択し、(複数選択も可能です) 処理実行ボタンをク

リックします。 

選択した耕作者が色別にマップに表示されます。 
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図 2-19 地区別分散状況 

現在地域別分散状況の Excel出力機能はありません。 
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2.8. 従前地各筆調書 

従前地各筆調書を Excelシートに出力します。 

土地改良区メニューより従前地各筆調書を選択すると操作パネルが表示されます。 

 

図 2-20 土地改良区メニューより従前地各筆調書を選択 

 

図 2-21 従前地各筆調書操作パネル 
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➢ テンプレート 選択ボタンをクリックし、あらかじめ用意されたテンプレートを指

定してください。 

➢ 地区名   出力したい地区名をプルダウンメニューより選択し、更新ボタンを

クリックします。 

➢ 字選択  下のリストより出力する字の行を選択します。Shiftキーや Control

キーを押しながら複数の行を選択することもできます。Excelシートは字ごとに自

動生成されます。 

 

図 2-22 字の選択 

➢ 出力先  右にある ボタンをクリックして出力先とファイル名を指定し

ます。既に存在しているファイルを指定した場合はシートが追加されます。 

➢ Excel転記  Excel 転記実行ボタンをクリックすると転記がはじまります。この

時同じ PC上で Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あらかじ

め終了しておいてください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

（XML 編集、Excel 編集についてはそれぞれ転記プログラムとテンプレートの直

接編集機能です。） 
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図 2-23 従前地各筆調書（Excel版）出力イメージ 
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3. 従前地各種帳票の出力(PDF版) 

第 3章は従前地における各種帳票類の出力を行います。 

土地改良区メニューの左端の列を使用します。 

⚫ 施行地域調書 

⚫ 従前地各筆調書 

⚫ 従前地各筆調書集計表 

⚫ 従前地各筆カード 

⚫ 従前地各人別名寄帳 

⚫ 従前地各人別名寄帳集計表 

⚫ 従前地各人別地積内訳表 

⚫ 権利者名簿 

⚫ 共有者名簿 

⚫ 国公有地調書 

⚫ 権利者会議通知書 
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3.1. 施行地域調書 

施行地域調書の出力を行います。 

土地改良区メニューより 

「施行地域調書」のボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

施行地域調書のボタンをクリックすると、

操作パネルが表示されます。 

     

 

図 3-2 字を選択し、開くボタンをクリックします。 

図 3-1 土地改良区メニュー 
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図 3-3印刷操作パネル 

印刷プレビュー画面を表示するか、印刷実行ボタンで印刷を実行します。 

 

図 3-4施行地域調書印刷プレビュー画面 

プレビュー画面では上のメニューバーからページ送りや印刷の実行が可能です。  
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3.2. 従前地各筆調書（PDF版） 

 

図 3-5 土地改良区メニューより従前地各筆調書を選択 

土地改良区メニューより従前地各筆調書を選択し、操作パネルを表示します。 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「ほ場整備土地データ」を選択し更新ボタンをクリックします。 

➢ 下の一覧ウィンドウより印刷する字を選択し、開くボタンをクリックします。 

 

図 3-6 操作パネル 字の選択 
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図 3-7 工区名と日付の指定 

工区名と日付を入力後、印刷プレビューをクリックしてプレビュー画面を表示します。 

 

図 3-8 従前地各筆調書 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面のメニューよりページ送り、印刷実行等の操作を行います。 

  

工区名 日付 
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3.3. 従前地各筆調書集計表 

 

図 3-9 土地改良区メニューより従前地各筆調書集計表を選択 

土地改良区メニューより従前地各筆調書集計表を選択し、操作パネルを表示します。 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「ほ場整備土地データ」を選択し更新ボタンをクリックします。 

➢ 下の一覧ウィンドウより印刷する字を選択し、帳票作成ボタンをクリックします。 

 

図 3-10 操作パネル 字の選択 
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図 3-11 工区名と日付の指定 

工区名と日付を入力後、印刷プレビューをクリックしてプレビュー画面を表示します。 

 

図 3-12 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面より印刷実行等の操作を行います。 
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3.4. 従前地各筆カード 

 

図 3-13 土地改良区メニューより従前地各筆カードを選択 

土地改良区メニューより従前地各筆カードを選択し、操作パネルを表示します。 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「農家情報（ここでは T_農家）」を選択し更新ボタンをクリックし

ます。 

➢ 下の一覧ウィンドウより印刷する字を選択し、帳票作成ボタンをクリックします。 

 

図 3-14 操作パネル 字の選択 
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図 3-15 プレビュー画面へ 

 

図 3-16 従前地各筆カード 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面のメニューよりページ送り、印刷実行等の操作を行います。 
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3.5. 権利者名簿 

 

図 3-17 土地改良区メニューより権利者名簿を選択 

土地改良区メニューより権利者名簿を選択し、操作パネルを表示します。 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「農家情報（ここでは T_農家）」を選択し更新ボタンをクリックし

ます。 

➢ 一覧ウィンドウの下の全行選択ボタンで全行を選択し、帳票作成ボタンをクリック

します。 

 

図 3-18 権利者名簿出力操作パネル 
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図 3-19 プレビュー画面へ 

 

図 3-20 権利者名簿印刷プレビュー画面 

プレビュー画面のメニューよりページ送り、印刷実行等の操作を行います。 
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3.6. 共有者名簿 

 

図 3-21 土地改良区メニューより共有者名簿を選択 

土地改良区メニューより共有者名簿をクリックします。 

 

図 3-22 共有者名簿出力操作パネル 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「ほ場整備土地データ」を選択し更新ボタンをクリックします。 

➢ 下の一覧ウィンドウより印刷する字を選択し、開くボタンをクリックします。 
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図 3-23 工区名と日付の指定 

工区名と日付を入力し印刷プレビューをクリックします。 

 

図 3-24 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面のメニューよりページ送り、印刷実行等の操作を行います。 

  

工区名 日付 
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3.7. 従前地各人別名寄帳 

 

図 3-25 土地改良区メニューより従前地各人別名寄帳を選択 

土地改良区メニューより従前地各人別名寄帳をクリックします。 

 

図 3-26 従前地各人別名寄帳出力操作パネル 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「ほ場整備土地データ」を選択し更新ボタンをクリックします。 

➢ 下の一覧ウィンドウより印刷する字を選択し、開くボタンをクリックします。 
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図 3-27 工区名と日付を指定 

工区名と日付を入力し印刷プレビューをクリックします。 

 

図 3-28 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面のメニューよりページ送り、印刷実行等の操作を行います。 

  

工区名 日付 
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3.8. 国公有地調書 

 

図 3-29 土地改良区メニューより国公有地調書を選択 

土地改良区メニューより国公有地調書をクリックします。 

 

図 3-30 従前地国公有地調書出力操作パネル 

➢ パネル上方のウィンドウには配布されたテンプレートファイルが表示されます。 

➢ 対象テーブル 「ほ場整備土地データ」を選択し更新ボタンをクリックします。 

➢ 下の一覧ウィンドウより印刷する字を選択し、開くボタンをクリックします。 

字はシフトキーおよびコントロールキーを押しながら複数行を選択可能です。 
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図 3-31 印刷プレビュー画面へ 

印刷プレビューをクリックします。 

 

図 3-32 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面のメニューよりページ送り、印刷実行等の操作を行います。 

※国公有地調書には、農家情報で所有者の自治体区分が自治体等「２」になっている筆

が抽出されます。 
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3.9. 権利者会議通知書 

 

図 3-33 土地改良区メニューより権利者会議通知書を選択する 

 

土地改良区メニューより権利者会議通知書をクリックします。 
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4. 一時利用地指定で使用する機能 

換地委員会で決定された一時利用地指定データをもとに、一時利用地指定図の作成・各

種帳票類の出力を助ける機能となります。 

 

図 4-1 土地改良区メニュー 一時利用地指定業務の主な機能 

 

一時利用地指定の機能を使用する主な流れ 

 

1. 一時利用地指定のデータを準備し、インポートします。 

（参：Excelシートで作成した一時利用地データの取り込み方） 

2. 計画地の図形データを用意し、インポートします。 

3. 区画ポリゴンの複製を行います。 

これは元の計画図をベースとして年度毎に編集し使用するためです。 

4. 「一時利用地貼り付け」機能で、一時利用地データのリストからドラッグ＆ドロッ

プでテキストオブジェクトを作成し、ポリゴンへ属性値とともに付与します。 

すでに農地プランナー機能を使って貼り付け処理が終わっている場合は、「農地プ

ランナーの貼り付け転記」を行います。 

5. 面積指定分割機能でポリゴンを分割し、くい打ち図を出力します。 

6. 4.で作成貼付けを行ったテキストオブジェクトをテキスト編集機能で適切な位置

へ配置します。 

7. 各種帳票を出力します。 
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4.1. 区画ポリゴンの複製 

区画ポリゴンを別のカテゴリに複製し、年度ごとの一時利用地指定のためのカテゴリと

します。 

複製する前に、カテゴリを新規に追加します。 

編集メニューのデータベース操作、カテゴリ移動／複製から指定カテゴリの全オブジェ

クトのカテゴリ変更をクリックします。 

 

指定カテゴリの移動／コピーウィンドウが表示されますので、移動・コピー元は区画ポ

リゴンのあるカテゴリを選択します。移動・コピー先は新規追加したカテゴリを選択し

ます。 

例：「計画図」（カテゴリ 1000）のポリゴンを「R2一時利用地」（カテゴリ 2100）へコピーする 

 

 

 

  

図 4-3 カテゴリ間の地物の複製 

図 4-2 カテゴリ間の地物オブジェクトの移動・複製 
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42 

 

4.2. 一時利用地貼り付け 

メニューの一時利用地指定から貼り付け処理を選択します。 

 

図 4-4 土地改良区メニューより一時利用地貼り付けを選択 

 

ドラッグアンドドロップを使って、一時利用地データを計画図の図形データへ貼り付け

ていく機能です。 

 

農地プランナーツールを使ってすでに貼り付け作業を終えている場合はひとつ下のボ

タンの機能、「農地プランナーの貼り付け転記」を使用します。  
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貼付け対象となる一時利用地データの検索 

貼り付け処理ウィンドウが表示されます。 

検索式タブで検索条件を指定します。 

 

名簿テーブル：使用する一時利用地データテーブル 

使用フィールド：右の一覧（選択した一時利用地データの項目の一覧です）から検索に

必要な項目にチェックを入れた項目が表示されています。編集が可能ですので、検索項

目を選びなおす場合は一度 delete キーなどで消去したのち、再度右の一覧から選択し

てください。 

条件式（省略可）：WHERE(  )の中に記入します。例えば、「地区名=’〇△地区’」とし

ます。＝は半角のイコール、’は半角のシングルクォーテーションです。 

検索実行ボタンをクリックすると、貼り付けタブに結果が表示されます。 

 

  

図 4-5 貼付け処理ウィンドウ（検索式タブ） 
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貼付け機能 

 

図 4-6 貼り付け機能タブ 

 

① 貼り付けタブでは、ドラッグ＆ドロップテキストラベル作成を選びます。 

② 貼り付け先の図形のある一時利用地指定のカテゴリを指定します。 

③ フィールドの書式をボックスに記述します。（ラベルとして表示される項目名と

順番です） 

各項目のデータの他、面積の後の㎡などを書き加えることもできます。 

④ ラベルの文字のサイズを指定します。 

⑤ ラベルの文字の傾きを回転の欄で指定します。（貼り付けた後で修正も可能です） 

 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 
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図 4-7 ドラッグ＆ドロップ 

検索結果のリストから当該する行を選択します。 

複数行の選択はシフトキーを押しながら当該する行をクリックして選択します。 

 

ドラッグして目的の位置にドロップします。 

この時、目的のポリゴンの色が赤く変化してから手を放してください。 

 

 

図 4-8 テキストの配置 

ドロップした位置にテキストラベルが現れます。 



 

46 

 

 

 

 

 

テキスト位置修正のボタンをクリック後、編集するテキストラベルを選択します。 

 

 

 

テキストラベルの枠の左下で移動、右下で回転、右上で拡大縮小（比率維持）、左上で

高さを変更することができます。右クリックで確定します。 

拡大・縮小 

移動 

扁平 

図 4-10 テキストラベルの操作 

回転 

図 4-9 テキストの位置調整 
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図 4-11 テキストラベルの修正画面 

 

テキストの修正時、テキスト修正画面が表示されます。 

こちらでは文字そのものの編集、改行の他、フォントサイズや回転角度を数値の指定で

修正することができます。 

OKで確定します。 
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誤った貼付け処理を行った場合の対処方法 

誤って別のポリゴンへ貼付け処理を行ってしまった場合次の２つの手順が必要です。 

1誤って作成したテキストオブジェクトを削除する。 

2プロパティウィンドウから誤ってリンクされたテーブルを除外する。 

 

1・テキストラベルを削除する 

貼り付け処理機能によって作成したテキストオブジェクトを削除する場合には注意が

必要です。 

削除するテキストを選択し、右クリックメニューより削除を選択すると次のウィンドウ

が開きます。 

一時利用地指定の貼り付け処理によって作成したテキストを削除する場合は、必ず「属

性は残す」を選択して OK をクリックしてください。 

このまま「属性も削除する」を選択して OKをクリックしますと、このテキストオブジ

ェクトが紐付けられたデータベースの属性も削除してしまいます。 

 

 

図 4-12 オブジェクトの削除 確認画面 
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２・プロパティウィンドウから誤ってリンクされた属性を除外する。 

   

図 4-13 プロパティウィンドウから属性のリンクをはずす。 

   

プロパティウインドウで誤ってリンクした一時利用地のデータのタブを選択し、下のボ

タンメニューより属性の削除をクリックします。 

ここでいう削除はプロパティウィンドウからの「除外」ですので、属性そのものの削除

ではありません。次の確認画面でも属性は削除せずにリンクのみ削除してください。 

 

この際も確認画面が表示されます。「属性を残しリンクを削除」を選択して OK をクリ

ックします。その後、再度正しいポリゴンへ貼付けをやり直します。 

  

図 4-14 属性を残す。 
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4.3. 換地選定ツール「農地プランナー」の貼付け転記 

換地選定ツール「農地プランナー」から出力した一時利用地指定データを取り込みます。 

この操作を行う場合は前章の「一時利用地貼り付け」の作業は省略されます。 

農地プランナーの操作方法については別冊「農地プランナー操作マニュアル」をご覧く

ださい。 

 

図 4-15 土地改良区メニュー 

農地プランナーの貼付け転記をクリックします。 

 

図 4-16 農地プランナーの選定セット画面 
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図 4-17 農地プランナー貼付け転記操作パネル 

 

➢ 農地プランナーで作成した選定セットが表示されます。 

該当の計画案を選択します。 

➢ 転記先テーブル名 計画図に結び付ける一時利用地データテーブルを選択します。 

➢ 計画地カテゴリ  一時利用地データを結びつける計画図のカテゴリを選択しま

す。 

➢ 農家情報テーブル名 農家情報データのテーブルを選択します。 

➢ データの追加方法を選択します。新規の場合はどちらでも構わないのでデフォルト

のままで結構です。 
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4.4. 一時利用地指定状況表示および面積値指定画地・筆分割 

区画を属性の面積をもとに分割します。どの方向から分割するのか、一辺を選択後分割

します。 

土地改良区メニューより一時利用地状況表示を選択します。 

 

図 4-18 一時利用地状況表示を選択 

 

マップ画面より対象の区画を選択し、一時利用地データを選択します。 
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図 4-19 分割対象の区画を選択 

面積地指定各地・筆分割のボタンをクリックして面積指定分割画面を表示します。 

 

図 4-20 面積指定分割画面 

 

 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 



 

54 

 

① 基準の線から分割される所有者の順番が表示されています。右の矢印を使って順番

を入れ替えたり、 

順序反転ボタンをクリックすることで逆順に変更することができます。 

② ポリゴン図形から自動計算された面積値は計画面積の合計と必ずしも一致しません。

図形上の誤差を小さくするために所有者の面積比率によって按分処理を行いますの

で☑をいれてください。 

③ 道路や畦畔に平行に分割する場合、「基準の辺を選択」を選びます。道路や畦畔に垂

直に分割する場合は２番目の「垂直に分割」を選択します。不整形な土地など角度

を指定する必要がある場合は３番目の「角度を指定」を使用します。 

④ 分割結果は「ポリゴンを分割」を選択します。分割後の取り消しやリセットも可能

です。「分割線で表示」を選択した場合、マップ上に線は表示されますが、ポリゴン

は分割されず属性のふりわけも行われません。 

⑤ 分割する方向を決定する基準の一辺の色が赤くなったところでクリックすると分割

処理が実行されます。 

 

図 4-21 分割後表示画面 

右の表には分割後の図形の頂点座標が表示されます。 

分割の辺や所有者の順番等についてやり直す場合はリセット、分割作業を中止する場合

はキャンセルをクリックします。 

 

分割後の結果をエクセルに転記するには、Excel転記のボタンをクリック後、出力先を

指定します。 

確定後の Excel 転記はできません。結果の出力が必要な場合は確定ボタンをクリック

する前に転記を行ってください。 
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図 4-22 エクセル転記画面と出力イメージ 

 Excel転記ボタンをクリックするとエクセルに出力されます。 

この時同じ PC上で Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あらかじ

め終了しておいてください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

確定ボタンをクリック後、同期を実行して処理が完了します。適宜ラベルの編集を行い

ます。 

    

図 4-23 分割後のイメージとラベルの移動 

  



 

56 

 

4.5. 筆分割の取り消し 

土地改良区メニューより一時利用地状況表示を選択します。取り消しを行う区画を選択

します。 

確認で「はい」を選択、同期の実行後、分割した区画がもとに戻ります。 

  

 

 

 

 

 

図 4-24 分割の取り消し 



 

57 
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5. 一時利用地指定各種帳票出力（Excel帳票） 

5.1. 従前地一時利用地分散状況図 

 

土地改良区メニューより「従前地一時利用地分散状況図」を選択します。 

地区名を選択し、更新ボタンをクリックします。 

 

①  

地区をプルダウンより選択し、更新ボ

タンをクリックします。 

 

②所有者を選択します。 

別ウィンドウで、従前地分散状況と一

時利用地分散状況が表示されます。 

 

 

次に以下の手順で結果を Excelファイ

ルへ出力します。 

③従前地カテゴリと一時利用地カテ

ゴリを指定します。 

④Excel ファイルの出力先を指定して

⑤Excel 転記ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

①  

②  

⑤  

③  

④  

図 5-1 従前地・一時利用地分散状況 
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この時同じ PC上で Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あらかじ

め終了しておいてください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

 

図 5-2 従前地分散状況と一時利用地分散状況がそれぞれ表示される 

   

Excel転記後、Excelファイルを開くかどうか確認画面が開きます。 

OKで開きます。 

 

図 5-3 Excelに出力された従前地・一時利用地分散状況 
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5.2. 一時利用地指定明細書（所有者別）・一時利用地名寄せ調書（所有者別） 

 

図 5-4 土地改良区メニュー 

土地改良区メニューより「一時利用地指定明細書（所有者別）又は一時利用地名寄せ調

書（所有者別）」を選択します。 

 

図 5-5 一時利用地指定明細書（所有者別）出力画面 

地区が分かれている場合はプルダウンから対象の地区名を選択し、更新ボタンをクリッ

クします。 

全行選択、又は一覧から出力したい所有者を選択します。（連続して複数行を選択の場

合は Shift キーを押しながら、分散した複数行を選択する場合は Ctrl キーを押しなが

ら選択します） 

➢ 出力先を選択し、Excel 転記実行のボタンをクリックします。この時同じ PC 上で

Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あらかじめ終了しておい

てください。 
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タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

所有者毎に Excelのシートが作成され出力します。 

Excelのソフトが自動で起動され、帳票作成後に自動で終了します。 

Excelが終了したら、Excelを開くボタンをクリックして確認できます。 

  

図 5-6 一時利用地指定明細書（所有者別） 

 

図 5-7 一時利用地名寄せ調書（所有者別） 
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5.3. 一時利用地増減清算金調書 

 

図 5-8 土地改良区メニュー 

土地改良区メニューより一時利用地増減清算金調書を選択します。 

 

図 5-9 一時利用地増減清算金調書操作パネル 
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➢ テンプレート 配布されたテンプレートを指定します 

➢ 地区名 地区が分かれている場合はプルダウンより選択し、更新ボタンをクリック

します。 

➢ 出力対象の行を選択します。shiftキーを使った複数選択も全行選択も可能です。 

➢ 出力先 任意の出力先とファイル名を指定します。すでに同名のファイルがある場

合は上書きではなくシートが追加されます。 

➢ 転記実行 Excelが起動してシートへ転記します。 

この時同じ PC上で Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あら

かじめ終了しておいてください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

 

図 5-10 一時利用地増減清算金調書 出力イメージ 
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5.4. 一時利用地各筆調書 

土地改良区メニューより「一時利用地各筆調書」を選択します。 

 

図 5-11 土地改良区メニュー 

 

 

図 5-12 一時利用地各筆調書出力画面 

地区名が分かれている場合はプルダウンメニューより対象の地区を選び更新ボタンを

クリックします。 



 

65 

 

地区名が特にない場合は「（なし）」のまま更新ボタンをクリックします。 

表に各仮字が表示されたら出力したい仮字を選択します。（複数選択の方法は 4.1 と同

様です。） 

 

出力先を選択し、Excel転記実行のボタンをクリックします。 

この時同じ PC上で Excelファイルが開かれているとエラーになりますので、あらかじ

め終了しておいてください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

字毎に各筆調書が Excelのシートに作成され出力します。 

Excelのソフトが自動で起動され、帳票作成後に自動で終了します。 

 

Excelが終了したら Excelを開くボタンをクリックして確認します。 

 

図 5-13 一時利用地各筆調書 
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6. 一時利用地指定各種帳票出力（PDF帳票） 

6.1. 一時利用地指定事前通知書・別紙 

 

図 6-1 土地改良区メニュー 

 土地改良区メニューより「一時利用地指定事前通知書」を選択します。 

 

図 6-2 一時利用地指定事前通知書出力画面 

➢ テンプレートファイル：配布されたテンプレートファイルを選択します。 

➢ 一時利用地テーブル  ：対象年度の一時利用地データを指定します。 

➢ 更新ボタンをクリックします 

➢ 出力する対象行を選択して帳票作成ボタンをクリックします。 
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① 地区名を入力します。 

② 指定された通知書番号を入力します。 

③ 指定された通知日・一時利用地使用開始日を入力します。 

④ 一時利用地指定事前通知書を選択します。 

別紙を出力する場合は通知書別紙を選択します。 

⑤ 印刷プレビューで確認をしてから印刷実行します。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

図 6-3 一時利用地指定事前通知 項目内容設定 
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図 6-4 一時利用地指定事前通知書 
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図 6-5 一時利用地指定事前通知書別紙  
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6.2. 一時利用地指定名簿 

 

図 6-6 土地改良区メニュー 

 

土地改良区メニューより一時

利用地指定名簿を選択します。 

 

 

➢ テンプレート 配布されたテンプレートを指定します。 

➢ 一時利用地テーブル 対象年度の一時利用地データを指定し、更新ボタンをクリッ

クします。 

➢ 対象行を選択します。shiftキーを使って複数選択も、全行選択も可能です。 

➢ 帳票作成ボタンをクリックすると、地区名と指定年度、基準交付率の入力画面が表

示されます。 

図 6-7 一時利用地指定名簿出力画面 
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図 6-8 一時利用地指定名簿 項目入力画面 

地区名と指定年度を入力し印刷プレビューで確認後、印刷を実行します。 

 

図 6-9 一時利用地指定名簿  
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6.3. 一時利用地指定総計表 

 

図 6-10 土地改良区メニュー 

土地改良区メニューより一時利用地指定総計表を選択します。 

 

図 6-11 一時利用地指定総計表操作パネル 

配布されたテンプレートファイルを指定、一時利用地テーブルを選択して、更新ボタン

をクリックします。 

このまま、帳票作成ボタンをクリックします。 
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図 6-12 地区名の入力 

地区名を入力して印刷プレビューボタンをクリックします。 

 

図 6-13 印刷プレビュー画面 

プレビュー画面で内容を確認し、印刷実行します。 

  

印刷実行ボタン 
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7. 換地工程で使用する機能 

換地の工程で使用する機能です。 

 

その中で以下の機能については一時利用地指定と同じ操作になりますので、第 4章、第

5章、第 6章、第 7章を参照してください。 

⚫ 換地貼り付け 

⚫ 農地プランナーの貼り付け転記 

⚫ 換地状況表示 

⚫ 換地指定明細書 

⚫ 換地決定通知書 

⚫ 従前地換地分散状況図 

⚫ 換地名寄せ調書 
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7.1. 団地数計測 

この機能は団地数を計測し、 

 

図 7-1 土地改良区メニュー 

 

➢ 配布されたテンプレート

を指定します。 

➢ 換地あるいは一時利用地

テーブルを選択します。 

➢ 地区名を選択して更新ボ

タンを押します。 

➢ 所有者名を選択します。 

➢ 従前地と換地の表示セッ

トを選択します。 

➢ 従前と換地でそれぞれの

属性が紐づいている図形のカテゴリ

を選択します。 

 

すると、マップ上に該当の筆が表示

されますので、団地数を数えます。 

 

 

 

 

図 7-2 団地数計測入力操作パネル 
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図 7-3 従前地団地数計測表示 

 

図 7-4 換地団地数計測表示 

従前と換地の団地数をそれぞれ手動で数え、操作パネル下方の入力欄に入力します。 

団地数は改良区の計測ルールにそって入力してください。 

 

図 7-5 団地数入力欄 

ここで入力された団地数は各種帳票類の団地数の項目へ表示出力されます。 
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7.2. 換地選定簿 

 

図 7-6 土地改良区メニュー 

土地改良区メニューより換地選定簿を選択します。 

 

図 7-7 換地選定データ一覧表示 

対象テーブルから換地選定データを選択し、更新ボタンをクリックし、換地選定デー

タの一覧を表示させます。 

印刷対象の行を選択して開くボタンをクリックします。 
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図 7-8 印刷指示ウィンドウ 

 

印刷プレビューで確認し、印刷します。 

 

図 7-9 帳票 換地選定簿 
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8. 水利施設管理台帳 

施設管理機能を使って水路と水利施設の情報を管理します。 

 

図 8-1 施設管理画面 

8.1. 水路の管理 

土地改良区メニューより施設管理を選択し、水路を選択して管理ウィンドウを開きます。 

 

図 8-2 土地改良区メニュー 
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マップ上で対象の水路を選択状態にし、水路管理ウィンドウで水路情報を入力します。

入力、または変更を行った後は保存ボタンをクリックします。ここで入力した情報はデ

ータベーステーブルへ反映されます。 

 

図 8-3 水路管理ウィンドウ 

 

  



 

82 

 

8.2. 水路以外の水利施設の管理 

土地改良区メニューより施設管理を選択し、水利施設を選択して管理ウィンドウを開き

ます。 

 

図 8-4 土地改良区メニュー 

マップ上で対象の水利施設を選択状態にし、水利施設管理ウィンドウで施設情報を入力

します。 

入力、変更を行った後は保存ボタンをクリックします。ここで入力した情報はデータベ

ーステーブルへ反映されます。 

 

図 8-5 水利施設情報入力画面 
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図 8-6 水利施設管理ウィンドウ 
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9. 農地集積状況 

農地集積状況を工区ごとに Excelシートへ出力します。 

 

図 9-1土地改良区メニュー 

土地改良区メニューより農地集積状況を選択します。 

 

図 9-2 農地集積調書出力操作パネル 
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配布されたテンプレートを指定し、地区名を選択後更新ボタンをクリックします。 

（地区名の選択は省略可） 

 

一覧から出力する工区を選択し、出力先を選択し、Excel転記実行のボタンをクリック

します。工区はシフトキーを使って複数選択も可能です。 

 

すでにほかの作業で Excel ソフトを起動している場合は Excel を終了してから行って

ください。 

タスクバーにオレンジに囲まれた Excel のアイコンが表示されている間

は処理中ですので、そのままお待ちください。処理が終わりましたら、

Excelを開くボタンをクリックしてご確認いただけます。 

 

 

図 9-3 Excelシートへ転記された農地集積状況 
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10. 農家情報管理 

農家情報を他の属性テーブルから取り込んで作成する、または、他の属性テーブルへ書

き込んで反映させる機能です。 

農家情報の農家番号、改良区コード、所有者コード、耕作者コードの仕様については第

９章の巻末資料を参照してください。 

 

土地改良区メニュー 

10.1. 新規農家情報テーブルの作成 

農家情報を整理するためのテーブル（DataBase）を作ります。 

任意のテーブル名を入力し、作成ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-1 農家情報管理 新規農家情報テーブルの作成 
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10.2. 農家情報データの作成 

➢ 農家台帳などすでに Excel ファイル等で管理しているデータをインポートする場

合 

VIMS機能「8.1 Excelデータを VIMSに取り込む」を参照してください。 

 

➢ ほ場整備土地データ等、VIMSにすでにあるデータの中から農家情報を取り込む場

合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-2 農家情報管理 他の属性テーブルから取り込み 

農家情報管理画面から「他の属性テーブルから取り込み」をクリックします。 

 

 

対象テーブルから取り込み元のテーブルを選

択します。 

（ここでは従前のデータ「ほ場整備土地デー

タ」を開いて説明します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-3 農家情報管理 農家情報テーブルにインポート 
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図 10-4 農家情報管理 取り込む項目のマッチング 

 

キーにする項目にチェックをいれます。 

※キーになる項目は必ずユニーク（ひとりひとり別々に持つ単独なコード）な必要

があります。 

例；所有者コード、耕作者コード、農家番号等 

 

既存の属性テーブル（ここでは圃場整備土地データ）から農家情報に取り込みたい

データの項目をそれぞれプルダウンより選びます。 

 

取り込みボタンをクリックします。 
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図 10-5 農家情報テーブルの選択 

 

プルダウンより農家情報を選択すると、ほ場整備土地データから取り込んだ農家情報が

表示されます。 

 

図 10-6 農家情報管理 農家情報テーブルの表示 
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10.3. 新規農家の追加・変更 

右端のスクロールバーで最終行へ移動し、セルをクリックするとカーソルが表示されま

す。 

 

図 10-7 最終行へ入力する 

共有者区分と自治体区分はプルダ

ウンより選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

   

全て入力が終わりましたらエンターキーで次の行へ移動するか、他のセルをクリック

して入力を確定します。編集を確定すると左端の鉛筆マークが消えます。 
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図 10-8 編集内容を確定させて、保存ボタンをクリックする 

 

内容の変更をする場合も同様に該当するセルをクリックしてカーソルを表示し編集し

ます。 

追加・変更を行った場合は必ず「追加・変更の保存」ボタンをクリックしてから画面を

閉じます。 
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11. 農地情報管理 

従前地から計画地、換地まで農地の筆の情報を管理するための機能です。 

 

 

図 11-1 土地改良区メニュー 

土地改良区メニューより農地情報管理をクリックします。 

11.1. テーブルの作成 

  

図 11-2 農地情報管理による各テーブルの作成 
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画面左側は土地改良区メニューを活用するために必要なテーブルの作成画面です。 

➢ 従前地テーブル作成 ： 従前地の農家情報を取り込むためのテーブル「ほ場整備

土地データ」を作成します。作成ボタンをクリックすると作成されます。 

➢ 一時利用地・換地の区画テーブル作成 ： 一時利用地・換地の区画の地番や面積

等の区画情報のデータを入れるテーブル「計画関係土地」を作成します。作成ボタ

ンをクリックすると作成されます。 

➢ 一時利用地・換地の区画内筆テーブル作成 ： 年度毎に作成される一時利用地の

区画内筆情報のデータを入れるテーブルを作成します。任意のテーブル名を入力し、

作成ボタンをクリックすると作成されます。テーブル名の例：R2 一時利用地デー

タ・令和２年度○○地区一時利用地 など 

➢ 地目、換地データテーブル作成 ： 不換地について必要なテーブルが作成されま

す。作成ボタンをクリックすると作成されます。 
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11.2. 土地コードの生成 

法務局公図の図形データとほ場整備土地データの属性データをリンクさせるために、ほ

場整備土地データのテーブル内の項目「TOCHICODE」へ必要な土地コードを作成し

ます。 

ほ場整備土地データテーブルへデータの取り込みを行った後に生成してください。 

データの取り込みについては次章 「8.1 Excel データを VIMS に取り込む」を参照

してください。 

 

土地コードは地番をベースに土地コード番号を決めています。 

法則は以下のようになっております。 

 

市町村コード  + 字コード 4 桁 ＋ 本番 4 桁 ＋ 枝番 4 桁 ＋ 枝枝番 2 桁 

＋ 耕番 2桁 

‘04361’      +  ‘0015’         +   ‘0007’     +  ‘0000’     + ‘00’     

+    ‘00’ 

 

 

図 11-3 土地コード生成パネル 
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対象テーブル名：ほ場整備土地データ 

土地コードカラム名：TOCHICODE 

（連携キーコードは賦課金データとの連携で使いますがここでは省略します。） 

 

表の左側が法務局公図の項目名となり、右側ではほ場整備土地データの対応するカラム

を選択します。 

同じ名前のカラムはあらかじめ表示されますが、下記の２つはそれぞれプルダウンから

選んで合わせてください。 

 

市区町村コード ＝ 市町村コード 

小字コード ＝ 字コード 

 

選択がおわりましたら、エンターキーで確定後、コード生成のボタンをクリックします。 

 

 

  

図 11-4 土地コードの生成 
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11.3. 評価設定 

評価基準作成・編集 

 

図 11-5 評価基準作成・編集 

評価基準作成・編集ボタンをクリックします。 

新規入力 

新規入力ボタンをクリックします。 

 

図 11-6 評価基準入力 
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評定名： 任意の名称を入力してください。（地目用途別に等位がわかる名称が望まし

いです） 

地目用途：プルダウンより選択します。 

評定コード：任意のコードを入力します。他の等位と同じコードは入力できません。 

単価：等位で決められた単価を入力します。 

適用ボタンをクリックします。 

  

評定コードが重複している場合、適用をクリックすると、エラーメッセージが表示され

ます。 
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筆・区画への評価設定・編集 

「筆・区画への評価設定・編集」ボタンをクリックします。 

 

図 11-7 農地情報管理画面で評価設定・編集を選択する 

 

図 11-8 筆・区画への評価設定・編集 
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図 11-9 評定コードを設定するテーブルを選択 

表示設定から、従前地 or 換地のどちらかにチェックを入れ、対象テーブルをプルダウ

ンから選択します。 

対象テーブルとは筆の属性テーブルです。 

     

図 11-10 表示フィールドの選択 

表示列設定ボタンをクリックし、表示するフィールドを指定します。 

評価する筆がわかる情報 （字・地番・所有者・面積等）と評定を入力する項目（評定

コード等）にチェックをいれて OKをクリックします。 
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図 11-11 筆一覧 

更新ボタンをクリックすると筆の一覧が表示されます。 

 

図 11-12 評価コードの入力先を選択する（必須） 

① 評価を入力する筆を選択します。 

一行ずつ選択することも、Shiftキー押しながら複数行を選択することもできま

す。 

また、全筆に同じ評価を入力する場合は「全行選択」ボタンをクリックします。 

② 入力列のプルダウンメニューより評価コードを選択します。（必須） 

（改良区独自の項目名を使用する場合はその項目を選択してください。） 

 

①  

② 
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図 11-13 評価の選択 

7.3項で入力した評価名の一覧から、一覧で選択中の筆に対して入力する評価を選択し

ます。 

適用ボタンをクリックすると確認を促すダイアログの後、選択した行に評定コードが

入力されます。 

 

図 11-14 確認画面 

設定する評定コードと書き込まれるカラム名を再度確認してください。 
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11.4. 共有者情報入力・編集 

共有者の持分情報を編集します。 

 

図 11-15 共有者情報入力・編集画面へ 

農地情報管理画面より共有者情報入力・編集をクリックします。 

 

図 11-16 テーブルの選択 

農家情報テーブルをプルダウンより選択し、更新ボタンをクリックします。 
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図 11-17 持ち分と順序の入力 

① 共有者を持つ所有者を農家情報テーブルより検索し、一覧表示されます。 

② 所有者一覧で選択した所有者が所有する農地の一覧が表示されます。 

③ ②で選択した農地の持分が登記情報を元に表示されます。 

左の共有者一覧へ持分を入力します。登記情報の内容と同じ場合は右クリックメニ

ューよりコピー＆ペーストが可能です。 

 

図 11-18 セルのコピー＆ペースト 

 

図 11-19 共有者情報入力画面（入力後） 

入力が終わりましたら適用ボタンをクリックします。  

①  

②  

③  
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12. 土地改良区アドオンと併せて使用する VIMSの機能 

12.1. Excelデータを VIMSに取り込む 

➢ 従前地情報の Excelデータを VIMSに取り込む 

VIMSのメニューから「編集」→データベース操作→データベーステーブルビューを選

択し、 

データベーステーブルビュー画面を開きます。 

 

 

図 12-1 データベーステーブルビュー 

左のツリーから「ほ場整備土地データ」を選びます。 
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メニューバーよりファイル→取り込みを選択します。 

属性データのインポートウィザードが開きます。 

 

図 12-2 属性データ インポートウィザード 

「データだけの読み込み・更新」にチェックを入れて次へをクリックします。 

 

図 12-3 シートの指定 

インポートする Excelファイルと Seetを指定します。 

インポートする Excel ファイルはあらかじめ配布した「ほ場整備土地データ」の

Excelの項目に合わせてデータが入力されていなければなりません。 

次へをクリックします。 
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図 12-4 取込み先のテーブルの指定 

取り込み先のテーブルを「ほ場整備土地データ」を選択します。次へをクリックし

ます。 

 

図 12-5 Excelカラム数・データ数の確認 

Excelデータのカラム数と行数が表示されます。 

「差分の抽出」をクリックします。 
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図 12-6 差分の抽出 

差分の抽出を行うと新規の場合は全て新規行となりますので、オレンジ色で表示さ

れます。 

確認画面で OKを押したあと、「取り込み実行」ボタンをクリックします。 

  

完了メッセージが表示され、取り込み処理が終了しました。 
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図 12-7 データベーステーブルビューで更新内容を確認 

 

データベーステーブルビューの画面に戻り、最新の情報に更新をクリックすると、取り

込まれたデータが表示されます。 

 

➢ 一時利用地データを VIMSに取り込む 

前章 7.1 テーブルの作成より、一時利用地・換地の区画内筆テーブル作成後、従前地デ

ータの取り込みと同様の手順で一時利用地データを取り込みます。 

※一時利用地の Excelデータはあらかじめ配布した「一時利用地データ」の項目にあわ

せて入力されていなければなりません。 
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12.2. Excelを使用してデータを再編集する 

VIMSからデータを Excelへエクスポートし、Excel上で編集を加えたり、新規のデー

タを加えたりしたうえで、再インポートすることで VIMS のデータを更新することが

できます。 

 

VIMSのメニューから「編集」→データベース操作→データベーステーブルビューを選

択し、 

データベーステーブルビュー画面を開きます。 

メニューバーより、ファイル→名前を付けて保存を選択。保存場所とファイル名を指定

して保存します。 

   

図 12-8 データベースから Excelへ出力する 

   

出力された Excelファイルを編集します。 

VIMS から出力した Excel ファイルには自動で ID と更新情報が割り当てられていま

す。 

この IDとModified の２つの項目は変更しないでください。 

 

図 12-9 Excelファイルの IDとModified欄 

 

8.1 でインポートした時と同じ手順を行います。 
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図 12-10 インポートウィザード 

 

編集後の Excel ファイルとシートを指定

します。 

 

 

 

 

 

 

 
図 12-11 シートの指定 
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図 12-12 取り込み先テーブルの指定と IDの確認 

取り込み先のテーブルを選択、ID列＝IDとなっていることを確認して次へをクリック

します。 

差分の抽出を行います。 

 

 

図 12-13 差分の抽出 
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編集された箇所が濃い赤色、更新される行がピンク色に表示されます。 

取り込み実行をクリックすると、データの更新が実行されます。 

ウィザード画面は右上の✖印をクリックして閉じます。 

データベーステーブルビューの画面に戻り、最新の情報に更新をクリックすると、更新

されたデータが表示されます。 
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12.3. 法務局公図の図形と従前地農家情報（ほ場整備土地データ）をリンクする 

従前地の農家情報を法務局公図の図形データとリンクさせます。 

土地コードの生成を行っていない場合はまず土地コードの生成を行ってください（7.2 

土地コードの生成参照） 

 

メニューバーより編集→データベーステーブルビュー→属性データのインポート＆リ

ンクを選択します。 

 

 

図 12-14 インポートリンク画面 

②  

①  
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① 既存のテーブル：法務局公図 

読み込むテーブル：ほ場整備土地データ 

キーとなるフィールドはそれぞれ TOCHICODEを選択します。 

 

② カテゴリを指定してリンクする場合にプルダウンより選択します。 

すでにほ場整備土地データのインポートリンクを行ったことがある場合、こちらで

追加の条件を指定することで二重にリンクされることを防ぎます。 

すべての従前地農家情報をリンクさせる場合は条件を指定する必要はありません。 

 

⚫ 条件の書き方 

ほ場整備土地データテーブルの項目名 = ‘値’  

 

例えば、ほ場整備土地データの中で自由にお使いいただける項目「フラグ 1」に 

追加した日付などを入力し、 

追加条件は 

フラグ 1 = ‘11月 20日’ 

とすることで新規に追加したデータのみをリンクするといった使い方を想定してい

ます。 

 

条件適用ボタンをクリックします。 

 

実行ボタンをクリックすると確認画面が表示されますので「はい」をクリックします。 

 

図 12-15 確認画面 

 

リンク処理が行われます。 

処理が終了したら、右上の✖をクリックして閉じ、リロードを行ってください。 
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13. 巻末資料 

土地改良区メニューをご利用いただくにあたり、各農家に付けられる番号・コードにつ

いてまとめました。 

13.1. 農家番号について 

農家番号はすべての所有者耕作者に対して割り振られる固有番号です。 

所有者かつ耕作者（自作）の場合も、耕作のみ行っている農家もひとりにひとつの番号

です。 

13.2. 所有者コード・耕作者コードについて 

所有者コードは筆の所有者に割り振られる固有番号です。耕作者コードは耕作者に割り

振られる固有番号です。筆の単有所有で自作の場合は 所有者コード ＝ 耕作者コー

ド となります。 

改良区の事務運用上に問題がなければ農家番号と同じコードを使用しても構いません。 

 

13.3. 改良区コードについて 

改良区コード：筆の所有者に対して割り振られる固有番号です。農家番号はひとりに一

つずつ割り振りますが、改良区コードは筆毎に番号をつけますので、共有の土地がある

人は複数の番号を持つことになります。 

⚫ 単有の筆だけを所有する農家は複数の筆を所有していても改良区コードはひとつ

です。（例①） 

⚫ 共有の土地がある場合は、共有者のグループ毎に固有番号をつけて管理します。 

ひとつの共有者グループに対して代表共有者１+共有者（代表共有者を含む）の全てに

同じ番号をつけます。（例②） 

⚫ 別の共有者グループで所有する筆では違う改良区コードをつけます。(例③) 

 

≪例≫単有の筆を２筆、共有の筆を３筆の合計５筆所有する山田一奈さんの例で見てみ

ましょう。 

（ここで割り振るコードの数字は例です。各改良区でコードを決めてください。123-1 

や 123A など文字列のコードでも構いません。） 

① 山田一奈さんは単有で２筆を所有しています。 
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単有の筆の所有者として改良区コードが付けられます。筆が複数あってもひとつです。 

136  山田一奈 単有所有者 

 

 

 

② 下図の土地 2 つは山田一奈さん 木谷 清さん 岡田洋一さん３人で共有の筆で

す。 

 

 

 

 

この筆の所有者として３人には同じ改良区コードが付けられます。 

137 山田一奈 共有者  

137 木谷 清 共有者  

137 岡田洋一 共有者  

これに加えて、山田一奈+木谷清+岡田洋一 の共有者のグループを表す「代表共有者」

にも同じ番号を付けます。 

137 山田一奈他２名  代表共有者  

「山田一奈他２名」というグループによって管理しますので、共有者の組み合わせが同

じであれば、いくつ筆があってもこの 137という番号で管理します。 

③ 下図の土地は山田一奈さんと別の共有者、2人で共有の筆です。 

佐藤友子さん所有 

山田一奈さん所有 

 

 

 

 

 

山田一奈さんにはこの筆の共有者として②とは別の改良区コードが付けられます。 

138 佐藤友子 共有者  

138 山田一奈 共有者  

 山田一奈 持ち分 1/3 

 木谷 清 持ち分 1/3 

 岡田洋一 持ち分 1/3 

山田一奈 単有 

地番 1 地番 2 

地番 3 地番 4 

地番 5 

山田一奈 持ち分 1/2 

木谷 清 持ち分 1/4 

岡田洋一 持ち分 1/4 

山田一奈 単有 

佐藤友子 持ち分 1/3 

山田一奈 持ち分 2/3 
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138 佐藤友子他１名  代表共有者 

 

以上のように改良区コードは共有者の組み合わせごとに改良区コードを割り振ります。 

結果、山田一奈さんには 136・137・138の３つの改良区コードが付けられました。 

 

※グループの代表共有者を誰にするかはシステム上では何ら影響はありません。各改良

区のルールに従って管理してください。 
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